
 

 

 

 

  
 

   

 

令和７年度 

決算報告 
一般会計 歳入・歳出グラフ 

（単位：万円） 
 歳入 歳出 差し引き 市債残高 基金残高 

一般会計 256億680 252億9,748 3億932 275億4,395 56億414 

特
別
会
計 

国民健康保険事業 38億6,935 38億2,563 4,372 0 1億7,572 

国民健康保険診療所事業 3,641 3,641 0 1,462 562 

後期高齢者医療事業 12億8,742 12億7,365 1,377 0 0 

介護保険事業 60億9,249 58億1,996 2億7,253 0 4億4,428 

簡易給水施設事業 3,135 3,135 0 0 0 

大田市駅周辺土地区画整理事業 13億177 12億9,869 308 26億8,879 0 

特別会計合計 126億1,879 122億8,569 3億3,310 27億341 6億2,562 

企
業
会
計 

病院事業 
収益的収支（税抜） 51億7,311 59億8,078 △8億767 

122億1,477 0 
資本的収支（税込） 4億4,930 5億6,895 △1億1,965 

水道事業 
収益的収支（税抜） 10億907 10億6,268 △5,361 

43億7,799 8,431 
資本的収支（税込） 5億4,897 9億5,981 △4億1,084 

下水道事業 
収益的収支（税抜） 8億4,559 9億3,397 △8,838 

92億4,606 2億8,283 
資本的収支（税込） 15億5,146 17億3,055 △1億7,909 

 

 早期健全化基準、財政再生基準、経営健全化基準を超えると……それぞれに対応した計画を作成し、総務大臣などに報告、

自主的または国・県の関与のもとに財政健全化をおこなうことになります。 

平成 19 年６月、自治体の財政破綻を未然に防ぐことを目的に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」

が施行されました。地方公共団体は、４つの指標である「健全化判断比率」、公営企業の経営の健全化を判断する

指標である「資金不足比率」を公表することが義務付けられました。 

各比率は次のとおりで、監査委員の審査を受け、９月市議会に報告しました。 

※１ 地方公共団体の標準的な状態で通常収入があるであろう経常的一般財源の規模を示すものです。 

※２ 赤字、資金の不足が生じておらず、比率が算定されないため、「－」表示となります。 

 ■実質赤字比率 

普通会計を対象とした実質赤字の標

準財政規模※1に対する比率で、普通

会計の赤字の程度を示しています。 

大田市 ―％※２ 
（赤字、資金不足なし） 

 

早期健全化基準…12.87％ 

財政再生基準…20.00％ 

■実質公債費比率 

普通会計が負担する元利償還金およ

び準元利償還金の標準財政規模に対

する比率で、市の借金の返済額の大

きさの程度を示しています。 

早期健全化基準…25.00％ 

財政再生基準…35.00％ 

大田市 9.2％ 

■連結実質赤字比率 

全会計を対象とした実質赤字（また

は資金不足額）の標準財政規模に対

する比率で、市全体の赤字の程度を

示しています。 

早期健全化基準…17.87％ 

財政再生基準…30.00％ 

 大田市 ―％※２ 
（赤字、資金不足なし） 

■資金不足比率 

公営企業における資金不足額の事業

の規模に対する比率で、事業規模で

ある料金収入に対する資金不足の程

度を示しています。 

経営健全化基準…20.00％ 

大田市 ―％※２ 
（赤字、資金不足なし） 

 

大田市 99.0％ 

■将来負担比率 

普通会計が将来負担すべき実質的な

負債の標準財政規模に対する比率

で、市が将来支払っていく負担額の

大きさの程度を示しています。 

早期健全化基準…350.00％ 

 

 

大田市はどの指標においても早期健

全化（経営健全化）基準内であり、財政

状況は健全であるといえます。しかし、

今後の財政運営は、物価高騰や老朽化し

ている公共施設への対応が必要となって

きます。 

今後とも、これらの指標を参考にしな

がら健全な財政運営に努めていきます。 

 

【一般会計・歳入】 
予算現額 279 億 9,848 万円に

対して、調定額 264 億 5,840 万

円、収入済額は256億680万円、

不納欠損額 1,652 万円、収入未

済額８億 3,508 万円の決算と

なっており、収入率は予算比

91.5％、調定比96.8％となって

います。 

【一般会計・歳出】 
支出済額 252 億 9,748 万円、

執行率90.4％となり、翌年度繰

越額18億3,310万円を差し引い

た不用額は８億 6,790 万円と

なっています。 

【特別会計】 
６ある会計の歳入総額 126 億

1,879 万円、歳出総額 122 億

8,569万円で実質収支額は、３億

3,002万円の黒字となりました。 

【市債残高】 
一般会計における令和７年度

末の市債残高は、前年度末より

10億6,526万円減少しています。

特別会計分を合わせた市債残高

は、前年度末より３億 9,795 万

円減少し、302億4,736万円とな

りました。 

 

一般・特別会計の概要 決算の状況   

健全化判断比率   


